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校である。生徒数は三学年全体で約 600名 （男子 約 550名 、女子約 50名）で あ




























































































5次元好奇心尺度:Kashdan et al.（2018）の作成した 5次元好奇心尺度（原題: 
The Five-Dimensional Curiosity Scale）を日本語に訳して使用した。5次元好奇心
尺度は、好奇心の持つ 5つの特徴を評定する 25項目によって構成されている尺度で
ある。尚ここで述べられている 5つの特徴とは上に示した「喜びに満ちた探
求:Joyous exploration」「剥奪感度:Deprivation sensitivity」「ストレス耐性:Stress 










い、日本語の質問項目を完成させた。また原版では「1.does not describe me at all」











あてはまる」を 1、「ややあてはまる」を 2、「あまりあてはまらない」を 3、「全くあ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































CMIN CFI RMSEA AIC
25項目 594.56 0.87 0.07 16878.74
22項目 411.86 0.89 0.06 14520.79

















































































































男 女 その他 土木 建築 機械 電気
399 34 2 65 69 149 142
2年 3年 就職 進学 その他
224 201 279 142 2
上位 中位 下位 0～5日 6～10日 11～15日 16日～
133 176 113 341 52 21 9
経験あり なし 経験あり なし




























t (376) = 0.18,p=0.86( p >0 .05)であり、それぞれの間での平均点の差に有意差は見ら
れなかった。社会的スキルについては t (379) = 3.74, p=0.00(p <0 .05)となりそれぞれ
の間で有意差がみられた。社会的スキルに関する結果から、社会的スキルの獲得につ
いては通常授業等の達成の方が外部との関わりよりも有意に高い平均点を示している




























































































B ベータ 有意確率 B ベータ 有意確率 B ベータ 有意確率
定数 6.765 4.588 5.360
性別 0.390 0.116 0.020 0.028 0.134 0.008 0.034 0.118 0.022
学年 -0.747 -0.154 0.001 -0.382 -0.128 0.012 -0.050 0.335
進路希望 -0.010 0.845 -0.051 0.309 0.088 0.085
学級内成績 0.350 0.109 0.028 0.092 0.069 0.428 0.141 0.002
欠席日数 -0.031 0.546 0.063 0.217 0.021 0.685
インターン参加の有無 0.976 0.177 0.001 0.010 0.865 0.010 0.841
中学時の職業体験の有無 0.089 0.081 0.777 0.185 0.000 0.667 0.114 0.027
R2乗 0.102 0.058 0.056
調整済みR二乗 0.093 0.051 0.049
F値 10.434 7.699 7.155




















  分散分析の結果、問題解決能力・アイデンティティについては群間の得点差は 5％





かった（社会的スキル：F (3, 380) = 1.50, p >0.05、学習意欲向上： 









土木科 建築科 機械科 電気科
問題解決能力・アイデンティティ 8.73 8.36 9.24 9.59
社会的スキル 4.44 4.37 4.55 4.79








































問紙調査を行った。質問項目については第一研究にて翻訳を行った Kashdan et al.












































5 次元好奇心尺度: 好奇心に関する質問紙は第一研究にて作成した日本語版 5 次元






































































魅了タイプ 問題解決者タイプ 共感タイプ 回避タイプ 全体平均
喜びに満ちた探求 6.44(1.57) 8.19(2.14) 6.85(2.21) 8.78(1.90) 7.50(2.14)
曖昧さ回避行動 5.59(1.78) 6.55(2.06) 5.38(1.59) 7.00(1.97) 6.13(1.99)
ストレス耐性 14.03(2.88) 11.33(2.48) 15.82(2.26) 15.69(1.60) 13.78(3.03)
他社への好奇心 8.57(2.42) 13.35(2.70) 7.62(1.94) 11.94(1.95) 10.53(1.81)

































































































































































































































































































































































B ベータ 有意確率 B ベータ 有意確率 B ベータ 有意確率
定数 6.594 6.750 12.562
性別 0.069 0.159 0.008 0.870 -0.029 0.551
学年 -0.062 0.206 -0.399 -0.100 0.040 -0.021 0.703
進路希望 0.037 0.446 0.060 0.214 0.014 0.776
学級内成績 0.460 0.162 0.001 0.542 0.208 0.000 0.080 0.102
欠席日数 0.026 0.601 -0.005 0.922 0.044 0.367
インターン参加の有無 0.023 0.637 0.043 0.430 0.720 0.103 0.036
中学時の職業体験の有無 0.021 0.674 -0.399 -0.107 0.029 0.040 0.414
R2乗 0.026 0.063 0.011
調整済みR二乗 0.024 0.056 0.008
F値 11.041 9.217 4.418
有意確率 0.001 0.000 0.036
B ベータ 有意確率 B ベータ 有意確率
定数 10.424 5.360
性別 0.049 0.102 0.039 0.078 0.110
学年 -0.041 0.404 -0.551 -0.112 0.023
進路希望 -0.052 0.292 0.030 0.541
学級内成績 0.005 0.924 0.045 0.356
欠席日数 -0.024 0.619 -0.057 0.248
インターン参加の有無 0.033 0.496 -0.001 0.981
























有意であった（F (3, 416) = 6.28, p < 0.05）。TukeyのHSD法（10％水準）による
多重比較を行ったところ、建築科の生徒が土木科、機械科、電気科の生徒に対して有
意に高い水準を示していた。「曖昧さ回避行動」因子については群間の得点差は 5％
水準で有意差は見られなかった（F (3, 418) = 0.331, p >0.05）。「ストレス耐性」因子







群間の得点差は 5％水準で有意であった（F (3, 417) = 3.42, p < 0.05）。Tukeyの
HSD法（10％水準）による多重比較を行ったところ、電気科の生徒が機械科の生徒
土木科 建築科 機械科 電気科
喜びに満ちた探求 7.51 6.59 7.93 7.49
曖昧さ回避行動 6.20 6.16 6.23 6.01
ストレス耐性 13.74 13.42 13.39 14.37
他社への好奇心 10.08 10.57 11.15 10.10

































































魅了タイプ 問題解決者タイプ 共感タイプ 回避タイプ
問題解決能力・アイデンティティ 8.54 9.40 8.64 10.20
社会的スキル 4.55 4.64 4.40 4.68




は見られなかった（社会的スキル：F (3, 379) = 0.44, p >0.05、学習意欲向上： 
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